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化学溶液法と呼ばれる酸化物コーティング手法は安価な製造コストや組成制御・大面積化やパ

ターニングの容易さが手法の大きな利点である。また、従来前駆体膜の結晶化には通常加熱プロ

セスが用いられてきたが、結晶化に電気炉などマクロなスケールで行われる加熱プロセスではな

くレーザー光など光エネルギーの投入によって極めて低い基板温度で結晶化を進行させられるこ

とが明らかになっている 1)。我々は、この光結晶化を用いたプロセスの長所を利用し有機基材な

ど耐熱性の非常に低い基材上で酸化物膜を直接製膜しフレキシブルな酸化物膜を得ることを可能

にしてきた 2,3)。サーミスタセンサは一般的にスピネルやペロブスカイト型酸化物の抵抗の温度変

化をモニタすることで温度変化を観測する。サーミスタは我々の生活の至る所で利用されており、

未病対策などに代表される生体モニタリング用ウェアラブルデバイスの実現にも重要な構成部品

の一つとなる。本研究では有機基材上におけるサーミスタセラミック膜の光結晶化条件を極めて

精緻に最適化し、5μmという極めて薄いポリイミドシート上へ膜厚 1μmのペロブスカイト型や

スピネル型のマンガン酸化物サーミスタ膜の製膜に成功した。数十 mg の非常に軽量なサーミス

タシートは静電気によって人体に容易に吸着するほど軽量かつ形状可変であり、基材の熱容量の

小ささから極めて高速な温度応答が可能となった。本講演では、超軽量薄型有機基板へのセラミ

ック膜製膜法に加え、形状変化に対して抵抗値変動の少ないカーボン/Ag コンポジット電極の作

製法及び得られたサーミスタシートのサーミスタ特性について報告する。 
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図 1： 5 m厚のポリイミドシート上に製膜したペロブスカイト型Mn酸化物サーミスタ膜 
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